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2026年５月期中間期業績予想値と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 2026年５月期中間期累計期間の業績予想値と実績値との差異についてお知らせいたしますととも

に、最近の業績動向等を踏まえ、2025年７月10日に公表した通期の連結及び個別業績予想を下記の

通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

  

記 

 

１．2026年５月期中間期（累計）連結業績予想値と実績値との差異（2025年６月１日～2025年11月30日） 

 （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 151,400 4,600 4,600 3,100 223円84銭 

実  績  値（B） 156,189 2,912 3,075 1,821 132円40銭 

増  減  額（B－A） 4,789 △1,688 △1,525 △1,279 ― 

増  減  率（％） 3.2 △36.7 △33.1 △41.3 ― 

(ご参考) 

前年中間期実績 
142,162 4,663 4,868 3,028 217円11銭 

 

２．2026年５月期中間期（累計）個別業績予想値と実績値との差異（2025年６月１日～2025年11月30日）           

  (単位：百万円)        

 
売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 134,100 4,300 2,800 202円18銭 

実  績  値（B） 138,312 2,910 1,810 131円66銭 

増  減  額（B－A） 4,212 △1,390 △990 ― 

増  減  率（％） 3.1 △32.3 △35.3 ― 

(ご参考) 

前年中間期実績 
126,292 4,869 3,075 220円49銭 

 



３．2026年５月期通期連結業績予想値の修正（2025年６月１日～2026年５月31日） 

                  （単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 312,900 10,300 10,400 6,900 498円23銭 

今回修正予想（B） 319,900 6,700 6,900 4,400 319円92銭 

増  減  額（B－A） 7,000 △3,600 △3,500 △2,500 ― 

増  減  率（％） 2.2 △35.0 △33.7 △36.2 ― 

(ご参考) 

前年同期実績 
292,940 9,812 10,088 6,774 486円03銭 

 

４．2026年５月期通期個別業績予想値の修正（2025年６月１日～2026年５月31日）          

  （単位：百万円）        

 
売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 276,700 9,600 6,400 462円13銭 

今回修正予想（B） 283,100 6,700 4,200 305円38銭 

増  減  額（B－A） 6,400 △2,900 △2,200 ― 

増  減  率（％） 2.3 △30.2 △34.4 ― 

(ご参考) 

前年同期実績 
259,561 9,593 6,438 461円93銭 

 

５．差異及び修正の理由 

2026年５月期中間期及び通期業績予想につきまして、当中間期累計期間において、経常利益高前年

比を95.0％予想としておりましたが、原材料高騰による値上げのタイミングを遅らせることによる売上総利益

の圧迫、また価格の見直しによる客数減少の対策で広告の実施によるコスト増、将来の高速多店舗化出店

に向けた人材採用コスト、人件費など先行投資の影響で、当初の計画以上に経常利益を落とす結果となり、

当初の連結業績予想に対して経常利益で66.9％となりました。これに伴い上期の業績予想と下期の業績予

想を修正する形で通期の業績予想を修正いたします。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な不確定要因によって予想数値と異なる場合があります。 

        

   以  上 


